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令
和
５
年
度
の
予
算
総
額
は
48
億
円
！

ふるさと納税を活用した地域産業促進事業
（政策推進室担当）

２億 ２,４９５万円

水産流通基盤整備事業地元負担金
（太田名部漁港臨港道路等）
（建設水産課担当） ２,３４０万円

そのほかの事業（新規・継続、事業規模問わず）

新魚市場整備事業工事
（建設水産課担当）

５億 ５４７万円

義務教育学校整備事業
（教育委員会担当）

６,２４９万円

・災害後方支援拠点広場整備事業（工事費、建築確認経費等） 2,427万円
・防災行政無線屋外スピーカー増設工事 880万円
・地域おこし協力隊受入事業 5,305万円
・地域活性化企業人受入事業 560万円
・出産・子育て応援交付金事業 101万円
・黒崎園地修景改善設計監理業務委託料・工事費 2,420万円
・ふだいまつり開催事業補助金 400万円
・村道沢山線道路改修工事 1,000万円
・芦渡住宅長寿命化型改善工事 700万円
・スクールバス整備事業 1,093万円

漁港臨港道路

現魚市場

学校建設予定地

ふるさと納税返礼品

　太田名部漁港にある現魚市場の老朽

化にともない、新たな高度衛生管理機

能を有した新魚市場の整備を行います。

　県道から太田名部新港に降りていく

道路の整備を行います。

　ふるさと納税の推進を図るとともに、

ふるさと納税を行った方に対して村の

特産品を返礼品として送付し、村内経

済の活性化を図ります。

　義務教育学校建設に係る基本計画策

定業務委託及び、基本設計業務委託料。

一般会計予算は３８３８億円

 （財源）

（使いみち）

歳 入

歳 出

一般会計
３８ 億 ７７００ 万円
（前年度比 ２２.１％増 ）

使い道自由
地方交付税
 １６  １６ 億円（４１.３％）

使い道が定められた
国庫支出金
 ４  ４ 億 ２００６ ２００６万円（１０.８％）

村民皆さんからの税金
 １  １ 億 ９８４０ ９８４０万円（５.１％）

繰入金
 ５  ５ 億 １２７７ １２７７万円

（１３.２％）

使い道が定められた
県支出金
 １  １ 億 ３２５ ３２５万円（２.７％）

各種交付金
 １  １ 億 １８９０ １８９０万円
（３.１％）

前年度からの
繰越金
  １０００  １０００万円（０.３％）

その他
 ４  ４ 億 ４９１２ ４９１２万円（１１.６％）

人件費、
財産管理、
地域振興など
 １１  １１ 億 ６４２０  ６４２０ 万円
（３０.０％）

道路、
住宅整備など
 ２  ２ 億 ３８２６ ３８２６万円
（６.１％）

福祉のために
 ５  ５ 億 １４３９ １４３９万円（１３.３％）

借金の返済に
 ４  ４ 億 ７８５９ ７８５９万円（１２.３％）

農林水産業の振興のため
 ６  ６ 億 ７３７２ ７３７２万円
（１７.４％）

消防費
 １  １ 億 ６２６２ ６２６２万円

（４.２％）

学校教育、生涯学習、
文化、スポーツなど
 ２  ２ 億 ９９４７ ９９４７万円（７.７％）

ごみ処理等、
村の衛生のため
 １  １ 億 ７５５９ ７５５９万円
（４.５％）

商工業、
観光振興のため
 １  １ 億 １２０８ １２０８万円
（２.９％）

予備費、
災害復旧費ほか
 １２０ １２０万円
（０.０％）

議会運営のため
 ５６８８ ５６８８万円
（１.５％）

特別会計の予算 ９億４０６０万円（前年度比０.９％増）

国民健康保険

 ４ ４億３３６０３３６０   万円
前年度比１.４％増

国民健康保険診療施設

 １ １億９１５０９１５０   万円
前年度比６.３％減

 １ １億２７４０２７４０   万円
前年度比５.３％減

簡易水道

 １ １億１６４０１６４０   万円
前年度比１６.４％増

休養施設事業 漁業集落排水事業

  ３９５０３９５０   万円
前年度比２４.２％増

  ３２２０３２２０   万円
前年度比３.９％減

後期高齢者医療事業

国などからの
借入金

 ４  ４ 億 ６４５０ ６４５０万円
（１２.０％）

 一般会計予算の主な事業！
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長寿祝金について

太陽光発電システム導入について

嵯峨典行 委員

正路正敏 委員

　太陽光発電システムの地域活動拠点施設
への設置について、今年度のスケジュール
を伺う。

佐々木政策推進室長
　岩手県企業局で行っているクリーンエネ
ルギーの補助金応募期間が３月 15日まで
になっている。それから審査等を行い、５
月中の決定になるかと考えている。

予算特別委員会での質疑

上区の災害後方支援拠点広場

答

答

問

問

　報償費長寿祝い金104万円とあるが、百
歳の人が何名か、また、88歳の人が何名
か伺う。

道下住民福祉課長
　百歳到達者が５名、88歳到達者18名と
なっている。（※100歳 10万円、88歳３万円）。

　予算特別委員会（古沼和也委員長と委員８人）は３月７日から９日までの３日間

開かれました。予算特別委員会は議長を除く議員９人で構成され、村から提出され

た次年度予算を審査しました。その中の質疑と答弁を抜粋してお知らせします。

令和５年度の当初予算案を審査

災害後方支援拠点広場について

森田幸一 委員

　上区に整備する災害後方支援拠点広場を
Ｂ＆Ｇ周辺に今一度考え直してみては。

川向総務課長
　上区の災害後方支援拠点広場は沢山橋の
関係もあっての整備となっている。
　Ｂ＆Ｇ周辺に関しては、総合的にどう
いった整備をしていくかは、これから学校
も含めた中で検討していく。

答

問

より実践的な危機感持った防災
訓練必要では

金子泰男 委員

　災害というのはいつ来るかわからない、
他の自治体では夜の防災訓練も行っている
ようだが。

川向総務課長
　大変必要なことと認識しているが、夜間
は視界が悪く、危険性が高い部分でもあり、
実施自治体の訓練内容も調べてみたい。

答

問

長
寿
祝
金

古沼 和也 予算特別委員長

貝藻くんの設置状況

地引網体験

普代村の水産業について 地域経営推進補助金皆減の理由は

農事実行委員会の今後について

地引網事業について

大上浩史 委員 大上智 委員

齊藤正明 委員

松葉明人 委員

　昨年は計上されていた地域経営推進補助
金（藻場再生用ブロック導入補助金）を皆
減とした理由は。

大村建設水産課長
　今のところ導入の成果が出ていないため、
様子見の状況、成果が見えれば補正で予算
化を考えている。

　農地開発の債務負担が令和７年で終わる
が、利用権は継続するのか。また、利用権
設定しない農地について多目的利用できる
か伺う。

上戸鎖農林商工課長補佐
　農事実行組合と相談しながら利用権設定
等を進めてまいりたい。
　多目的利用については所有者との相談等
でてくるが、村としては継続して農地とし
て利用していただきたい。

　地引網事業が皆減だが、事業をしない理
由と、網の利活用をどのように考えている
のか伺う。

大村建設水産課長
　事業自体をやらないというわけではない。
事業確定したのちに補正で対応し、学校交
流などで利活用したい。

予算特別委員会での質疑

答
答

答

答

問 問

問

問

　磯焼けの関係を、調査で普代の場合は効
果が出なかったという経緯がこの前報告で
あったが、どういうふうな対策を講じるの
か説明を願います。

大村建設水産課長
　全漁連の事業になるので、村から指示は
出来ないが、全漁連、村、普代村漁協で意
見交換しながら、色々な方法について話し
あっている。
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ナラ枯れ対策について

ナラ枯れ対策について

古沼和也 議員

森田幸一 議員

　新しい魚市場について令和５年度、６年
度でやることだがなぜ補正にしたのか。ま
た、周辺の整備を行う県との連携は出来て
いるのか説明を伺う。

大村建設水産課長
　来年度早々に工事契約する予定。その前
に債務負担行為をしておかないと工期設定
が次の年まで出来ないので、今回の補正が
必要であった。県の整備と市場建設は連携
をしながら同時進行で進めていく。

　普代村ナラ枯れ対策委託料が 396 万
9,000 円減になっているが、これはナラ枯
れが普代村では全部駆除されたことでの減
か。

深渡農林商工課長
　今年の県の内示分予定通り実施。残って
いる分に関しては、新年度で対応していく。

定例会での質疑

答 答

答

問 問

問

伐倒くん蒸処理をしたナラの木

機器を設置するスクールバス

議案第８号

議案第８号

　普代村のナラ枯れの面積は相当なものが

あると思うが、国・県へ要望する際、被害

面積を把握しているのか。

深渡農林商工課長

　面積については今のところどんどん拡大

している状況にあり、今現状の面積は把握

するのは難しい。

通学バスの置き去り防止対策
について

嵯峨典行 議員

　通学バスについて、置き去り防止の機械
をスクールバスに付けるとあるが内容につ
いて伺う。

菅野教育次長
　エンジンを切ると音声とアラームが作動
し繰り返し流れ、バス後部のスイッチを押
さないと鳴り止まないため、ドライバーが
後ろに行くことにより、置き去りを防止す
るものである。

議案第８号

答

問

議案第８号

新しい魚市場について

大上浩史 議員

くろさき荘の棚卸しについて

出産にかかる費用について

松葉明人 議員

正路正敏 議員 答

答

問

問

議案第11号

議案第16号

　棚卸資産が計上されていないが、経営判
断するうえで重要と思うが、どのように考
えているか。

柾屋村長
　棚卸について現場が忙しくて出来なかっ
たが、必ず月一度やることで徹底させる。　現在出産にかかる費用はどのくらいか。

道下住民福祉課長
　岩手県においては、出産育児一時金が
42 万円となっており、出産費用の平均は
45 ～ 6万円なので、３万円程度の手出し
となっている。

くろさき荘、存続・閉鎖考える
時期では

大上智 議員

議案第８号

くろさき荘の誘客について

金子泰男 議員

　くろさき荘で、力を入れる誘客と、取り
組み方をどのように考えているか。

山﨑観光振興室長
　久慈・宮古港への就航する客船の観光客
へのコース設定を提案。食事のほかに芸術
文化に触れてもらう機会もいいのかと思っ
ている。なかなかこれをやればといったも
のはないと思うが、いいアイデアを出しな
がら努めてまいりたい。

定例会での質疑

くろさき荘

議案第８号

答

問
　ここ毎年度赤字続きで、一般会計からの
繰り入れで営業を続けているが、本当に村
にとって必要な施設か。存続・閉鎖を考え
る時期ではないのか伺う。

柾屋村長
　村民・行政目的のため必要な施設と思っ
ている。三沿道特需終了、コロナ禍で大変
厳しい環境であったが、コロナ対策の緩和
など旅行客増の機運に乗りながら、新規に
ホテル勤務豊富な地域おこし協力隊を起用
し、営業部門の強化を図り、営業を続ける
のと並行して、経営審議会等設置し、運営
についての方向性を協議・議論していきた
い。

答

問

コロナも落ち着いて

きたから観光客が増

えてくるかも!?　　
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定例会で決まった議案
議案番号等 議　　　　　案　　　　　等 審議結果

議案第１号 令和５年度　一般会計予算
　当初予算 38 億 7700 万円

可　決
（全員賛成）

議案第２号 令和５年度　国民健康保険特別会計予算

議案第３号 令和５年度　国民健康保険診療施設特別会計予算

議案第４号 令和５年度　簡易水道特別会計予算

議案第５号 令和５年度　休養施設事業特別会計予算

議案第６号 令和５年度　漁業集落排水事業特別会計予算

議案第７号 令和５年度　後期高齢者医療事業特別会計予算

議案第８号 令和４年度　一般会計補正予算（第10号）
　補正額 1 億 336 万 2 千円を減額し、歳入歳出予算の総額を 41 億 4078 万 9 千円とするもの。

可　決
（全員賛成）

議案第９号 令和４年度　国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
　補正額 113 万 9 千円を増額し、歳入歳出予算の総額を 4 億 2902 万 4 千円とするもの。

議案第10号 令和４年度　国民健康保険診療施設特別会計補正予算（第６号）
　補正額 530 万 8 千円を減額し、歳入歳出予算の総額を 2 億 785 万 2 千円とするもの。

議案第11号 令和４年度　休養施設事業特別会計補正予算（第６号）
　補正額 398 万 8 千円を減額し、歳入歳出予算の総額を 1 億 3766 万 4 千円とするもの。

議案第12号 普代村個人情報の保護に関する法律施工条例の制定
　個人情報の保護に関する法律の実施に関し必要な事項を定めるもの。令和 5 年 4 月 1 日から施行

議案第13号
普代村情報公開・個人情報保護審査会条例の制定
　実施機関等の諮問に応じ、その権限に属せられた事項を調査審議するため、普代村情報公開・個人情報保護等審
査会を設置するもの。令和 5 年 4 月 1 日から施行　　　　

議案第14号
普代村情報公開条例の一部を改正する条例
　普代村情報公開審査会が普代村情報公開・個人情報保護等審査会に統合されることに伴い所要の改正。
　令和 5 年 4 月 1 日から施行

議案第15号
特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
　他市町村の状況を鑑み、普代村農業委員及び農地利用最適化推進委員の報酬の一部を改正。
　令和 5 年 4 月 1 日から施行

議案第16号

普代村国民健康保険条例の一部を改正する条例
　令和 5 年 4 月 1 日より出産育児一時金の支給額が全国一律で 50 万円に引き上げられることに伴い、健康保険法
施行令（大正 15 年勅令第 243 号）の一部が改正されることから当該支給額に関する所要の改正。
　令和 5 年 4 月 1 日から施行

議案第17号 普代村村営住宅条例の一部を改正する条例
　改修が完了した緑区住宅を追加するため一部改正を行うもの。令和 5 年 4 月 1 日から施行

議案第18号
普代村立普代社会体育館及び普代村自然休養村管理センターに係る指定管理者の指定
　施設の管理者を「社会福祉法人普代村社会福祉協議会」に指定。
　指定期間　令和 5 年 4 月 1 日 ～ 令和 6 年 3 月 31 日

議案第19号
普代村観光センター及び普代浜園地キラウミＲＶパークに係る指定管理者の指定
　施設の管理者を「株式会社青の国ふだい」に指定。　
　指定期間　令和 5 年 4 月 1 日 ～ 令和 6 年 3 月 31 日

議案第20号
岩手県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増減及び岩手県市町村総合事務組合
規約の一部変更に関し議決を求めること
　令和 5 年 4 月 1 日から施行

議案第21号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更
　辺地に係る公共施設の総合整備のために、黒崎辺地及び鳥茂渡辺地の整備計画を変更するもの。　　

諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めること
　推薦候補者（再）野田口修氏

適　任
（全員賛成）

発議案
第１号

普代村議会の個人情報の保護に関する条例の制定
　個人情報の保護に関する法律が改正され、議会は同法の適用除外となるため、議会が保有する個人情報を保護し、
取り扱いにおいて執行機関との差異が生じることがないよう、議会における個人情報の保護に関する条例を制定。
　令和 5 年 4 月 1 日から施行

可　決
（全員賛成）

令和５年度当初予算
総額４８億１７６０万円

　審議した案件は、令和４年度一般会計補正予算の１議案を全員賛成で原案可決しました。

▽令和４年度一般会計補正予算（第９号）
　補正額 1134 万円を増額し、総額 42 億 4415 万１千円としました。
　歳出では、地域経営推進費の減額、子どものための教育・保育給付委託料の増額、野球
場ナイター照明改修工事費等の皆増が主なもの。

　審議した案件は、令和４年度・令和５年度の一般会計と各特別会計補正予算のほか、育
児祝金条例の一部改正など７議案を全員賛成で原案可決しました。
　そのほか、普代川治水対策上区地区排水ポンプ整備工事（土木工事、機械電気工事）変
更契約に関する専決処分の報告２件を承認しました。

▽令和４年度一般会計補正予算（第11号）
　補正額 3844 万２千円を減額し、総額 41 億 234 万７千円としました。
　歳出では、事業費確定等による予算調整と財政調整基金積立金、各特別会計繰出金が主
なもの。

▽令和５年度一般会計補正予算（第１号）
　補正額 3726 万５千円を増額し、総額 39 億 1426 万５千円としました。
　歳入では、新型コロナウイルスワクチン接種対策費国庫負担金 839 万４千円、新型コ
ロナウイルスワクチン接種体制確保事業費国庫補助金 1823 万３千円の増額、はまゆり子
ども園での広域入所受入による負担金 137 万円の増額など。
　歳出では、新型コロナウイルスワクチン事業のほか主なものは、地域おこし協力隊１名
の受け入れ事業費 464 万８千円増額や、普代平井賀線道路舗装修繕工事において発生し
た切削材を、キラウミ未舗装分へ再利用する舗装工事費 210 万１千円の増額など。

第１回臨時会

/

/

3

1

29

26

第３回臨時会

　２月３日、田野畑村ホテル羅賀荘で東部町村
議会議長会の研修が行われました。下閉伊地区
の５町村の議員、事務局職員ら55人が参加。
講師には沿岸広域振興局長が来られ、三陸沿岸
道路等を活かした広域交流・連携等による地域
活性化についての講演が行われました。

東部町村議会議員研修会
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プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
は
商
店
活
性
化
と

村
民
の
生
活
維
持
と
い
う
目
的

が
あ
り
、
村
民
の
皆
さ
ん
は
大

い
に
助
か
っ
て
い
る
。
こ
の
制

度
に
よ
り
商
店
の
活
性
化
が
ど

の
よ
う
に
数
字
的
に
効
果
が
な

さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
令

和
５
年
度
に
３
０
０
万
円
の
予

算
を
用
意
し
て
い
る
が
、
こ
の

内
容
に
つ
い
て
も
伺
う
。

柾
屋
村
長

　

各
商
店
へ
の
効
果

に
つ
い
て
、
商
品
券
事
業
に
よ

り
４
年
間
で
プ
レ
ミ
ア
ム
分
も

含
め
て
、
１
億
１
０
０
万
円
程

度
の
商
品
券
が
発
行
さ
れ
、
村

内
消
費
に
向
け
ら
れ
た
。

　

プ
レ
ミ
ア
ム
分
は
こ
こ
４
年

間
で
２
，
２
０
０
万
円
。
村
で

増
額
し
た
分
で
プ
レ
ミ
ア
ム
分

と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
部
分

は
消
費
が
確
実
に
増
え
た
と
考

え
て
い
る
。

　

令
和
５
年
度
に
つ
い
て
、
２

割
か
ら
３
割
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付

き
の
商
品
券
を
１
，
０
０
０
万

円
～
１
，
５
０
０
万
円
分
発
行

す
る
こ
と
で
村
か
ら
３
０
０
万

円
の
助
成
を
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

答
弁

質
問

ページ 議員名 質問内容 ページ 議員名 質問内容

12 松
まつ

葉
ば

明
あき

人
ひと

 議員

1. 価格高騰に対する村の独自支援は
2. 一人暮らし用集合住宅の建設を
3. 脱炭素に向けた村の取組は

11 大
おお

上
かみ

　智
さとし

 議員

1. 令和 5年度の予算編成は
2. 移住定住・人口減少問題策は
3. 村職員からの政策提案は
4. 普代村観光への波及効果は

10 大
おお

上
かみ

浩
ひろ

史
し

 議員 1. プレミアム付き商品券の内容は
13 齊

さい

藤
とう

正
まさ

明
あき

 議員

1. 国保税の均等割り減免を18歳以下にも
2. 森林環境譲与税・環境税の活用状況と
施策は

3. 土砂災害防止対策の推進は

14 金
かね

子
こ

泰
やす

男
お

 議員

1. 役場庁舎の安全対策は
2. 普代ダムから和野山までの道路整備は
必要では

3. セレモニーホール整備を
4. 集会施設にソーラー発電を

大
上
浩
史

住民の生活応援に、引き続き助成を
  柾屋村長

「プレミアム付き商品券」
について

課題克服策新年度
予算に反映か
検討・協議行い予算にも反映

  柾屋村長

大

上
　

智

組
み
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
応

募
方
式
を
含
め
た
自
由
な
提
案

で
き
る
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て

も
検
討
し
た
い
。

普
代
村
観
光
へ
の

波
及
効
果　
　
　

　

盛
岡
市
が
「
２
０

２
３
年
世
界
の
行
く

べ
き
と
こ
ろ
」
の
２
番
目
に
選

定
さ
れ
た
が
、
普
代
村
観
光
へ

の
波
及
効
果
戦
略
を
伺
う
。

柾
屋
村
長

　

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の

脱
却
、
人
の
流
れ
は
活
発
に

な
っ
て
く
る
と
予
測
、
広
域
道

の
駅
「
い
わ
て
北
三
陸
」
の
開

業
、い
ま
だ
に
続
く
朝
ド
ラ
「
あ

ま
ち
ゃ
ん
」
熱
に
よ
り
北
三
陸

に
注
目
が
集
ま
る
機
運
に
乗
じ

て
、
施
設
改
善
・
管
理
を
す
る

中
で
、
人
気
の
高
い
み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
・
ビ
ー
チ
ヨ
ガ
・

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
・
Ｅ
バ
イ
ク

（
電
気
バ
イ
ク
）
等
の
オ
ー
プ

ン
フ
ィ
ー
ル
ド
イ
ベ
ン
ト
Ｐ
Ｒ

作
戦
を
推
し
進
め
、
広
域
自
治

体
と
の
連
携
の
も
と
周
遊
型
企

画
で
誘
客
に
努
め
た
い
。

令
和
５
年
度
予
算
編
成

　

第
５
次
総
合
発
展

計
画
の
３
年
目
、
途

中
経
過
に
お
け
る
見
解
を
伺
う
。

柾
屋
村
長

　

感
染
症
拡
大
で
中

止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
事
業
も

あ
っ
た
が
、
臨
時
交
付
金
活
用

に
よ
り
、
時
々
の
社
会
動
向
に

応
じ
た
対
策
に
取
り
組
ん
だ
結

果
、
概
ね
順
調
に
推
移
し
て
い

る
。

　

令
和
４
年
度
の
課

題
克
服
策
に
つ
い
て

の
検
討
・
協
議
は
、
新
年
度
予

算
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
。

柾
屋
村
長

　

「
村
政
に
係
る
中

長
期
、
重
点
課
題
に
係
る
村
長

施
策
協
議
」
を
実
施
し
、
各
課

題
の
明
確
化
と
今
後
の
対
応
方

針
に
つ
い
て
、
担
当
課
と
十
分

に
検
討
・
協
議
を
行
い
、
新
年

度
予
算
に
も
反
映
さ
せ
る
仕
組

み
と
し
て
い
る
。

　

村
民
の
活
力
を
取

り
戻
す
、
村
独
自
の

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
が
求
め
ら

れ
て
い
る
が
、
村
長
の
考
え
を

伺
う
。

柾
屋
村
長

　

新
し
い
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
策
定
は
考
え
て
い
な

い
が
、
今
後
、
一
日
も
早
く
村

内
に
元
の
活
気
が
戻
る
よ
う
、

生
活
現
場
な
ど
の
声
を
し
っ
か

り
と
聴
き
な
が
ら
、
適
時
適
切

な
対
策
の
実
施
に
努
め
て
ま
い

る
。

移
住
定
住
・　

人
口
減
少
問
題

　

人
が
人
を
呼
ぶ
事

業
「
移
住
者
誘
致
と

持
続
可
能
な
普
代
村
の
創
出
事

業
」
の
成
果
を
伺
う
。

柾
屋
村
長

　

留
村
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
に
よ
り
、

令
和
３
年
度
計
18
名
、
令
和
４

年
度
延
べ
21
名
の
方
に
来
村
い

た
だ
い
た
。
移
住
の
前
哨
戦
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
実
施
し
て

い
る
。
移
住
者
実
績
は
、
家
族

を
含
め
て
計
11
名
で
あ
り
、
確

か
な
も
の
に
す
る
た
め
２
年
間

の
事
業
延
長
を
考
え
て
い
る
。

　

地
域
お
こ
し
協
力

隊
、
３
年
間
の
任
期

で
定
住
に
結
び
つ
く
の
か
。

柾
屋
村
長

　

事
業
に
取
り
組
む

中
で
成
果
を
出
せ
る
よ
う
進
め

て
ま
い
り
た
い
。
現
在
、
隊
員

の
中
に
は
、
事
業
に
取
り
組
み

普
代
で
結
婚
し
、
子
供
さ
ん
も

出
生
し
て
い
る
方
も
お
ら
れ
る
。

　

定
年
者
等
で
、
自

発
的
に
普
代
に
住
ん

で
み
た
い
人
を
誘
致
す
る
戦
略

も
考
え
る
べ
き
で
は
、
そ
れ
に

よ
り
関
係
人
口
増
も
期
待
で
き

る
の
で
は
。柾

屋
村
長

　

ふ
だ
い
ラ
ジ
オ
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
情
報
発
信
媒
体
を

使
っ
て
、
地
域
の
発
信
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
。

村
職
員
か
ら
の　

　
　
　

政
策
提
案

　

村
の
活
力
を
復
活

さ
せ
、
力
発
揮
を
期

待
で
き
る
、
村
職
員
か
ら
の
政

策
提
案
の
仕
組
み
は
。

柾
屋
村
長

　

応
募
形
式
で
の
運

用
は
少
な
い
が
、
予
算
編
成
時

等
に
課
内
で
協
議
の
上
、
村
長
・

副
村
長
に
直
接
説
明
す
る
機
会

は
設
け
て
い
る
。
有
効
な
取
り

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問
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普代村の事業者が設置している太陽光発電施設

松
葉
明
人

物価高騰に対する
支援について

考
え
は
。
ま
た
、
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
設
置
者
と
の
災
害
時

の
連
携
の
予
定
は
な
い
か
伺
う
。

柾
屋
村
長

　

本
定
例
会
の
予
算

（
案
）
に
脱
炭
素
に
向
け
た
関

係
予
算
を
計
上
し
て
い
る
。
具

体
的
な
取
り
組
み
の
方
向
性
を

検
討
し
て
い
く
中
で
広
域
連

携
・
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
産
地
消
の
可
能
性
な
ど
を
模

索
し
て
い
く
。
ま
た
、
議
員
お

話
の
災
害
時
に
お
け
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
の
連
携
は
重
要
な
こ

と
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

　

昨
年
か
ら
の
値
上

げ
に
、
４
月
か
ら
は

電
気
料
金
や
食
料
品
な
ど
さ
ら

な
る
値
上
げ
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

国
で
は
「
電
気
・
ガ
ス
燃
料
油

価
格
激
変
対
策
」
を
実
施
し
て

い
る
が
、
村
で
の
独
自
支
援
は

あ
る
か
伺
う
。

柾
屋
村
長

　

令
和
５
年
度
当
初

予
算
（
案
）
に
は
な
い
が
、
再

エ
ネ
普
及
や
原
油
高
騰
対
策
の

観
点
か
ら
「
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
等
導
入
促
進
事
業
」
で
発

電
シ
ス
テ
ム
（
15
万
円
か
ら

20
万
円
に
）・
蓄
電
池
シ
ス
テ

ム
（
10
万
円
か
ら
20
万
円
に
）

拡
充
。
新
た
に
電
気
自
動
車
購

入
費
用
の
一
部
支
援
を
提
案
し

て
い
る
。

一
人
暮
ら
し
用
の　
　
　
　

集
合
住
宅
の
建
設
に
つ
い
て

　

議
会
だ
よ
り
№
１

６
２
の
未
来
予
想
図

で
村
に
求
め
る
こ
と
と
し
て
寄

せ
ら
れ
た
も
の
で
す
。「
利
便

性
を
高
め
て
人
口
を
増
や
し
、

普
代
を
も
っ
と
盛
り
上
げ
る
た

め
に
も
、
一
人
暮
ら
し
用
の
集

合
住
宅
は
切
実
に
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。
移
住
者
も
で
す
が
、

役
場
や
教
育
機
関
に
お
勤
め
で

村
外
か
ら
通
勤
し
て
い
る
方
の

た
め
に
も
ぜ
ひ
ご
検
討
を
」
と

の
こ
と
で
し
た
。
村
長
の
見
解

を
伺
う
。

柾
屋
村
長

　

本
村
で
の
ア
パ
ー

ト
、
特
に
も
一
人
暮
ら
し
用
は

量
・
質
と
も
に
十
分
と
は
言
え

な
い
状
況
と
い
わ
れ
て
い
る
。

村
が
直
接
建
設
す
る
か
、
村
づ

く
り
目
的
で
土
地
の
優
遇
譲

渡
・
無
償
貸
し
付
け
な
ど
手
法

を
検
討
す
れ
ば
整
備
も
で
き
る
。

村
の
持
続
を
可
能
と
す
る
た
め

に
も
住
宅
問
題
・
課
題
へ
の
取

り
組
み
を
強
め
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
る
。

脱
炭
素
に
向
け
た
村
の

取
り
組
み
に
つ
い
て　

　

普
代
村
の
炭
素
排

出
量
及
び
今
後
の
推

定
は
。

柾
屋
村
長

　

令
和
元
年
度
は
１

万
９
，
０
０
０
ｔ
―
CO₂
（
灯
油

だ
け
燃
や
し
た
場
合
７
，
６
３

４
・
２
㎘
が
燃
え
た
時
の
排
出

量
）。
今
後
の
推
定
は
、
集
計

し
た
も
の
が
な
い
。

　

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
地
産
地
消
の

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

村が用地取得した上区の土地

村民生活や村内経済活動への影響など、
動向をしっかりと注視していく

  柾屋村長

国保税の子どもの
均等割り減免について
国及び県等の状況を注視し検討

  柾屋村長

齊
藤
正
明

の
よ
う
な
対
策
を
推
進
す
る
の

か
伺
う
。

柾
屋
村
長

　

砂
防
事
業
や
治
山

事
業
の
優
先
的
な
実
施
は
強
く

要
望
を
続
け
、
順
次
推
進
し
て

い
る
。

　

避
難
体
制
に
つ
い
て
は
、
う

ね
と
り
荘
や
小
・
中
学
校
の
よ

う
に
土
砂
災
害
警
戒
区
域
内
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
避
難
確
保
計

画
の
策
定
支
援
・
避
難
場
所
の

見
直
し
に
つ
い
て
も
、
海
溝
型

の
巨
大
地
震
津
波
対
応
と
合
わ

せ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

子
ど
も
の
均
等
割

り
を
、
全
額
免
除
の

対
象
範
囲
も
18
歳
以
下
と
し
て

は
ど
う
か
。柾

屋
村
長

　

本
年
度
か
ら
国
の

制
度
（
令
和
４
年
度
か
ら
先
５

年
で
取
り
組
む
）
に
よ
り
未
就

学
児
均
等
割
り
20
万
１
０
０
円

の
５
割
軽
減
（
10
万
50
円
の
軽

減
）
を
行
っ
て
い
る
。
議
員
提

案
の
内
容
で
試
算
し
ま
す
と
65

名
分
94
万
１
，
８
５
０
円
と
な

り
、
国
の
制
度
外
な
の
で
税
率

の
見
直
し
、
他
の
国
保
被
保
険

者
の
負
担
、
あ
る
い
は
一
般
会

計
か
ら
の
繰
り
出
し
な
ど
総
合

的
な
検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

さ
ら
に
、
国
の
制
度
を
超
え
て

の
軽
減
な
ど
を
行
う
場
合
に
は
、

ほ
か
の
補
助
金
や
交
付
金
に
影

響
が
出
な
い
か
、
慎
重
に
見
極

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

今
は
国
の
動
向
や
県
及
び
各

市
町
村
の
状
況
を
注
視
し
つ
つ

今
後
も
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

森
林
環
境
譲
与
税
・　

環
境
税
の
活
用
状
況
と

施
策
に
つ
い
て　
　
　

　

森
林
・
林
業
施
策

の
推
進
は
地
球
温
暖

化
・
国
土
保
全
や
地
方
創
生
、

快
適
な
環
境
づ
く
り
に
貢
献
し

て
い
る
。
こ
の
税
の
活
用
状
況

と
制
度
に
向
け
た
施
策
に
つ
い

て
伺
う
。

柾
屋
村
長

　

税
の
活
用
状
況
は
、

令
和
元
年
度
か
ら
４
年
度
ま
で

で
、
１
，
９
６
０
万
４
，
０
０
０

円
が
譲
与
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
活
用
は
意
向
調
査
や
現
況

調
査
に
合
わ
せ
て
２
５
７
万

７
，
０
０
０
円
残
り
１
，
７
０
２

万
７
，
０
０
０
円
は
基
金
に
積

み
立
て
て
い
る
。

　

制
度
に
向
け
た
施
策
は
意
向

調
査
・
現
況
調
査
が
令
和
７
年

度
ま
で
、
そ
の
後
「
森
林
の
整

備
の
促
進
に
関
す
る
施
策
」
の

よ
う
な
も
の
を
譲
与
税
を
活
用

し
て
推
進
す
る
。

土
砂
災
害
防
止
対
策
の

推
進
に
つ
い
て　
　
　

　

が
け
崩
れ
や
土
石

流
、
地
す
べ
り
の
発

生
す
る
恐
れ
の
あ
る
個
所
に
つ

い
て
基
礎
調
査
を
実
施
し
て
い

る
が
、
砂
防
・
治
山
施
設
、
避

難
体
制
等
も
含
め
て
、
今
後
ど

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

整備中の普代の沢砂防事業

普代村国民健康保険診療施設
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（１月～３月臨時・定例会 諸報告より）

月　　日 場　　所 事　　　　項 出　席　者

１２月
１４～１５日 役　　　場

村議会第 10 回定例会 各議員

議会運営委員会 各委員

２０日 盛　岡　市 岩手県後期高齢者医療広域連合議会 12 月臨時会 松葉議員

令和５年
１ 月 ５ 日

管理センター 令和５年 二十歳のつどい 議長、副議長、嵯峨･金子･大上
智･古沼･松葉･森田･齊藤議員

くろさき荘 新年交賀会 議長、副議長、嵯峨･金子･大上
智･古沼･松葉･森田･齊藤議員

８ 日 普 代 分 署 消防団出初式 議長、大上智･古沼･松葉･
森田･齊藤議員

１７日 久　慈　市 岩手県建設業協会久慈支部新年交賀会 議長

２６日 役　　　場
議会運営委員会 各委員

議員全員協議会 各議員

２７日 役　　　場 議会広報常任委員会 各委員

２ 月 １ 日 久　慈　市 久慈広域連合議会議員全員協議会 大上智・森田議員

３ 日 田 野 畑 村 令和４年度東部町村議会議長会議員研修会及び議員交流会 各議員

５ 日 三陸鉄道列車内 三陸鉄道「三鉄交流会列車」 議長・大上智議員

６ 日 宮　古　市 ３月岩手県沿岸知的障害児施設組合議会議員全員協議
会・定例会 副議長

１５日 久　慈　市 第 12 回久慈広域連合議会定例会 大上智・森田議員

１６日 盛　岡　市 東部町村議会議長会宮古・釜石地区選出岩手県議会議
員との懇談会 議長・副議長

１７日
盛　岡　市 東部町村議会議長会臨時総会 議長・副議長

盛　岡　市 岩手県町村議会議長会第 74 回定期総会 議長

２２日
くろさき荘 令和５年普代村しいたけ推進協議会通常総会懇親会 議長

盛　岡　市 令和５年２月岩手県後期高齢者医療広域連合議会全員
協議会・定例会 松葉議員

２８日 役　　　場
議員全員協議会 各議員

議会運営委員会 各委員

３ 月 １ 日 くろさき荘 佐々木康雄氏端宝双光章受章祝賀会 議長・副議長

３ 日 中央区・太田名部 ３月３日津波記念日における慰霊祭 議長・副議長

６ ～ ９ 日

役　　　場

村議会第２回定例会 各議員

７ ～ ９ 日 予算特別委員会 各委員

９ 日 議会運営委員会 各委員

２９日 役　　　場 議会運営委員会 各委員

議会議会のの動き動き

金
子
泰
男

役場が被災した場合は、一時的にＢ＆Ｇ海洋センターに
災害対策本部を移転して緊急対策を

  柾屋村長

地震・津波災害時の
安全対策は

よ
う
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

柾
屋
村
長

　

岩
手
県
企
業
局
の

「
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

支
援
事
業
」
と
い
っ
た
よ
う
な

こ
と
で
、
比
較
的
規
模
の
小
さ

な
公
共
施
設
へ
の
導
入
と
い
っ

た
も
の
が
可
能
と
い
う
ふ
う
に

考
え
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
地
域

づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
の

助
言
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
検

討
し
て
取
り
組
む
。

　

地
震
・
津
波
災
害

時
の
対
策
本
部
と
な

る
役
場
庁
舎
の
安
全
対
策
に
つ

い
て
伺
う
。柾

屋
村
長

　

現
在
、
築
25
年
の

役
場
庁
舎
、
老
朽
化
の
進
行
に

よ
る
建
て
替
え
は
、
ま
だ
ま
だ

先
の
こ
と
だ
が
、
浸
水
時
だ
け

の
た
め
に
、
代
替
的
庁
舎
の
整

備
を
し
て
お
く
こ
と
も
財
源
確

保
の
こ
と
を
含
め
、
現
状
で
は

難
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

一
時
的
に
現
在
で
は
、
Ｂ
＆

Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
、
災
害
対

策
本
部
を
移
転
し
て
、
緊
急
対

策
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

災
害
時
の
救
援
や

復
旧
支
援
の
た
め
、

普
代
ダ
ム
か
ら
和
野
山
ま
で
の

道
路
整
備
は
必
要
と
考
え
る
が
、

村
長
の
見
解
を
伺
う
。

柾
屋
村
長

　

災
害
時
の
救
助
・

救
援
や
応
急
対
応
へ
の
効
果
も

期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
各
地
区

で
の
生
活
路
線
道
路
の
強
靭
化
、

あ
る
い
は
補
改
修
な
ど
少
な
か

ら
ず
の
事
業
を
抱
え
、
そ
の
た

め
の
起
債
事
業
の
枠
な
ど
の
確

保
に
苦
慮
し
て
い
る
が
、
そ
れ

ら
の
事
業
に
早
め
の
目
途
を
付

け
、
極
め
て
困
難
な
こ
の
路
線

の
検
討
も
早
く
で
き
る
よ
う
に

取
り
組
む
。

　

村
民
の
利
便
性
を

考
え
、
セ
レ
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル
整
備
を
と
考
え
る
が
、

村
長
の
見
解
を
伺
う
。

柾
屋
村
長

　

５
年
ほ
ど
前
に
久

慈
市
内
の
葬
儀
会
社
に
打
診
し

た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
採
算
が

取
れ
な
い
と
の
こ
と
で
断
念
せ

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
状
況
。

　

村
の
施
設
で
あ
る

各
地
区
集
会
施
設
に

ソ
ー
ラ
ー
発
電
整
備
を
進
め
る

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

役場が被災した場合の災害対策本部

黒崎地域活動拠点施設



広報委員からの返信

ふだい議会だよりは
スマートフォンでも
ご覧になれます。
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今回の「議会だより」は、いかがでしたか。皆さんの声をお待ちしています。　一緒に考えよう　この村のカタチ。今回の「議会だより」は、いかがでしたか。皆さんの声をお待ちしています。　一緒に考えよう　この村のカタチ。

　櫻井さん、普代村へようこそ。
　海や空が青く、空気がおいしく、星空が普通に見
れて、朝日が水平線から昇る。
　そんな自然豊かな普代って本当に素晴らしい。
　ともに「自然豊かな普代村」をアピールしていき
ましょう。
　村職員や鵜鳥神楽のご活躍祈っています。

　普代村に７年ぶりに村職員となって帰ってきたと
いうことで、ひとまずお帰りなさい。
　普代村の未来のために一緒に頑張っていきましょ
う。
　運動出来る場所をもっと欲しいということですが、
広い天然芝の運動場とか、冬でも運動できる室内練
習場とかあるといいですね。実現できるよう共に考
えていきましょう。

自然豊かな普代村を維持して欲しい自然豊かな普代村を維持して欲しい

太太
おおおお

田田
たた

　　未未
みみ

蘭蘭
らんらん

さん（さん（２２２２））

 もっと運動できる場所を もっと運動できる場所を

  櫻櫻
さくらさくら

  井井
いい

　 　 尊尊
たけるたける

  さん（さん（２２２２））

　普代村はきれいな海や四季を感じることができる自

然豊かな場所で大好きです。

　私は小さい頃から体を動かすことが好きでサッカー

を１３年間してきました。現在の普代村にははまゆりス

ポーツクラブでたくさんのスポーツに触れることはで

きるが、子供たちが思いっきり体を動かせる場所が少

ないと感じています。今よりも活力のある普代村にす

るために、運動できる場所を作って欲しいです。

　７年ぶりに普代村に帰ってきたので、一日でも早く

普代村に貢献できるように日々の業務から頑張りたい

です。

　４月に釜石から引っ越してきました。普代村は、海

と空の「青色」が素敵な場所で、自然豊かなところだ

と思いました。

　好きなことは芸能で、小学校から高校まで地元釜石

で鹿踊り、大学では盛岡さんさをしていました。普代

村では鵜鳥神楽に参加し、芸能を通して普代村の良さ

を全国に広めたいです。

　普代を知り、普代の良さを実感する毎日でとても楽

しいです。これから、普代村役場の職員として精一杯

頑張り、村へ貢献していきますのでよろしくお願いい

たします。 

松葉明人広報副委員長 古沼和也広報委員

未来予想図　Fudai
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３
月
定
例
会
も
無
事
に
終
わ
り
、

予
定
通
り
４
月
末
に
は
議
会
だ
よ

り
が
村
民
の
方
々
に
届
く
と
思
い

ま
す
。

　

３
月
議
会
に
お
い
て
、
本
議
会
、

予
算
委
員
会
で
各
議
員
よ
り
活
発

な
発
言
が
数
多
く
出
て
い
ま
し
た

が
、
ペ
ー
ジ
数
の
都
合
に
よ
り
一

人
一
回
分
し
か
載
せ
る
こ
と
が
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
。
村
民
の
皆
様

に
は
ぜ
ひ
傍
聴
に
来
ら
れ
て
議
員

の
色
々
な
発
言
を
聞
い
て
貰
い
た

い
と
思
い
ま
す
。　
（
嵯
峨
典
行
）

　

コ
ロ
ナ
感
染
症
制
約
緩
和
に
よ

り
、
何
年
か
ぶ
り
の
春
を
迎
え
て

い
る
感
が
あ
り
ま
す
。
新
年
度
が

ス
タ
ー
ト
し
、
家
庭
・
職
場
・
村

政
に
お
い
て
も
、
新
た
な
気
持
ち

で
、
こ
の
一
年
に
挑
戦
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

「
男
女
共
同
参
画
」、

　

も
っ
と
女
性
の
声
を
村
政
へ
！

　

我
々
の
議
会
に
も
、
新
た
な
船

出
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
ご
意
見
・
ご
鞭
撻

を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　 

（
大
上
　
智
）

あ
と
が
き


